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１．はじめに 

岡山大学は令和元年度（2019 年度）から５年間，国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

の次世代医療機器連携拠点整備等事業における１４拠点の１つに採択され，「オープンイノベーシ

ョンと事業化推進を目指した医療機器開発中核拠点整備」を目標に掲げ，４つの活動を中心に進

めている．  

①病院でものづくり／病院滞在型開発・教育，②次世代医療機器開発人材育成プログラム， 

 ③ニーズマッチング，④シンポジウム／拠点間連携 

令和３年度（2021 年度）より，BIZEN（Business Innovation Zone for Entrepreneurship）と

いう統合プログラムを始動した．この活動は従来の個別の①～④の各活動を俯瞰し拡張させ，自

由でオープンなイノベーションを生み出すものである．これにより，これまでの活動を更に加速

させている．その内容と実績について報告する． 

２．BIZEN 目的 

 BIZEN はイノベーション創出のための研究開発基盤となる．継続的に医療のイノベーションを 

創出し続けるように，参加する産官学が各々のメリットを持てることを明確にし活動している． 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ BIZEN プログラムの概要 

３．BIZEN 内容 

 基本的には従来進めている①～④の活動を俯瞰し，より自由に広範囲に活動できるようにした． 

（１）会員プログラム 

病院滞在型開発・教育により人材育成・事業育成を実現させる．院内のニーズを探索し，分析・

検討するプロセスを学び，そこから医療機器等の事業化への検討に繋げる． 

その際に学内及び院内の医療現場・人財・設備などを広範囲にフレキシブルに見学・相談・活

用できることが特徴となる．医療情報や検体なども含め，医療に関わるインフラをイノベーショ

ン創出のための研究に活用できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 人材育成・事業育成の概要１ 
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（２）ラボ 

 病院内の鹿田会館に４つのウエット・ラボ，５つのドライ・ラボ，および共用の会議室とフリ

ースペースを設置し，現場の間近にて研究・検討が行える環境である． 

（３）情報発信・交流 

 研究や活動の成果を定期的に院内外に発信する場を設け，より広くの知識の交流を行えるよう

にしている．医工連携，産学連携など連携するチャンネルを研究者，関係者に提供している． 

BIZEN Home Page:  http://shin-iryo.hospital.okayama-u.ac.jp/bizen/ 

 

４．BIZEN デバイスデザイン 

医療機器の開発手順を BIZEN デバイス・デザイン・フローとして標準化し展開することにより，

人材育成＆事業化を効率化するとともに，成功確率の向上を行っている． 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 人材育成・事業育成の概要２ 

   

５．実績（2022 年 10 月末時点） 

・コア人材の輩出（開発担当Project Leader，営業担当Marketing Leader など） 

3 社 4 名，現在 6 社 6 名プログラム継続中 

・人材育成・教育の実施：今期成果 

基礎コース 参加者計 187 名，アドバンストコース 参加者計 88 名 

BIZEN デバイスデザインコース 参加者 7 名（企業 4 社 4 名，医療従事者 1 名，学生 2名） 

・ラボ使用 

４つのウエット・ラボ，５つのドライ・ラボ 満室 

・ニーズマッチング：今期成果 

新規ニーズシートの公開 7 件，新規マッチング 4 件 

・医療現場の巻き込み／情報発信 

BIZEN 活動発信会 4 回開催 

リンクスタッフ登録 34 名 ⇒関与したプロジェクト件数 10 件 
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